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民
参
加
に
よ
る
体
力
づ
く
り
の
推
進
や
各
種

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
指
導
者
の
育
成
等
に
も
努
め
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
　
合
併
に
伴
う
制
度

の
一
元
化
を
図
る
な
ど
、
事
業
の
円
滑
な
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
税
率
や
納
期
等
の
改

正
を
行
い
ま
す
。

■
産
業
振
興
・
雇
用
促
進
対
策
　
「
光
市
事

業
所
設
置
奨
励
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
内
の

事
業
所
の
新
規
雇
用
に
か
か
る
支
援
措
置
を

行
い
ま
す
。

■
中
小
企
業
支
援
対
策
　
商
工
業
に
関
す
る

景
況
調
査
や
経
営
改
善
な
ど
の
総
合
支
援
強

化
対
策
事
業
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
融
資

債
務
保
証
料
の
補
給
や
各
種
融
資
制
度
に
よ

り
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
農
業
振
興
対
策

　
雑
穀
等
の
作
付

け
を
行
う
農
地
有

効
活
用
推
進
事
業

に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
産
地
消

を
推
進
す
る
た
め

の
プ
ラ
ン
を
策
定

し
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
農
業
者
育
成
支
援

事
業
や
地
域
水
田
農
業
再
構
築
推
進
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
農
業
基
盤
整
備
　
農
地
の
有
効
活
用
や
生

産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
天
符
地
区
ほ
場

整
備
や
大
田
地
区
農
業
集
落
道
整
備
な
ど
の

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
林
業
関
係
　
四
季
の
森
な
ど
の
維
持
管
理

の
充
実
や
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
民

有
林
等
で
の
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
植
栽
の

促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

■
水
産
業
関
係
　
室
積
八
幡
地
区
の
南
防
波

堤
の
新
設
改
良
な
ど
光
漁
港
広
域
漁
港
整
備

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
台
風
で
浸
食

し
た
室
積
海
岸
の
養
浜
工
事
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
台
風
18
号
に
よ
る
江
の
浦
地

区
へ
の
被
害
対
策
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
促
進
対
策

　
情
報
収
集
や
企
業
訪
問
に
努
め
る
と
と
も

に
、
業
界
紙
へ
の
広
告
掲
載
や
企
業
立
地
動

向
調
査
、
立
地
対
象
業
種
の
柔
軟
な
運
用
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
観
光
対
策
　
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
in
虹
ヶ
浜
」
を
充
実
し
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
石
城
山
や
冠
山
総
合
公
園
な
ど
の
観

光
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
伊
藤
公
資
料
館
の
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
観
光
案
内
板
の
整
備
や
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
光
ま
つ
り
の
内
容
を
充
実
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
推
進
　
地
域
づ
く
り
市
民
セ

ミ
ナ
ー
や
生
涯
学
習
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
等
に

よ
る
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
大
和
公
民
館
は
今
年
４
月
１
日
の
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
地
域

と
の
協
調
を
基
本

に
円
滑
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
市

の
「
市
民
憲
章
」

は
、
制
定
委
員
会

を
設
置
し
、
今
年

９
月
頃
の
制
定
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
図
書
館
　
蔵
書
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
」
の
策
定
や
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
な
ど
に
努
め
ま
す
。
な
お
、

図
書
館
大
和
分
室
は
、
今
年
４
月
１
日
の
開

設
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
の
充
実
　
各
学
校
の
創
意
工
夫

を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
「
二
学
期
制
」
の
導
入
に
向

け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
学

習
指
導
支
援
員
派
遣
事
業
の
実
施
や
、
楽
し

い
学
び
舎
づ
く
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
、

中
２
・
中
３
少
人
数
学
級
化
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
室
積
小
学
校
の
外
壁

改
修
や
光
井
中
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト
改
修
、

大
和
中
学
校
の
校
内
電
話
整
備
、
岩
田
小
学

校
な
ど
６
校
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
市
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
　

　
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
「
女
性
工
芸
展
」
の

開
催
や
、
新
た
に
工
芸
教
室
を
開
講
す
る
な

ど
、
教
育
普
及
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
ホ
ー
ル
は
、
「
市
民
夏
季
大
学
」
や

「
宝
く
じ
文
化
公
演
」
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
自
主
文
化
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
郷
土
館
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
室
積
の
歴

史
や
文
化
の
保
存
・
継
承
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
光
・
大
和
両
地
域
の
芸
能
発

表
・
交
流
会
を
開
く
と
と
も
に
、
平
成
18
年

開
催
の
「
国
民
文
化
祭
」
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
支
援
し
ま
す
。

■
幹
線
道
路
の
整
備
　
光
大
橋
が
今
年
夏
頃

の
開
通
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
こ
の

進
捗
に
あ
わ
せ
、

浅
江
花
園
線
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
県
と
連
携

し
て
瀬
戸
風
線
の

事
業
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
山

田
中
岩
田
線
の
道
路
新
設
改
良
へ
の
着
手

や
、
三
島
温
泉
通
り
線
、
東
ノ
庄
地
区
道

路
、
島
田
虹
ヶ
浜
線
な
ど
の
用
地
取
得
や
改

良
工
事
、
新
た
に
中
央
町
線
や
川
園
線
な
ど

の
測
量
設
計
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
河
川
等
の
整
備
　
県
と
連
携
し
て
三
島
橋

周
辺
の
河
川
改
修
工
事
の
進
捗
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
橋
の
架
替
に
伴
い
、
橋
梁
設
計
や

地
質
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
儀
山
水

路
の
測
量
設
計
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
地
域
交
通
対
策
　
新
市
の
バ
ス
交
通
シ
ス

テ
ム
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
、
可
能
性

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
営
バ
ス
運

行
事
業
や
広
域
市
町
村
バ
ス
の
運
行
等
に
対

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
情
報
化
の
推
進
　
大
和
地
域
で
の
地

域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
整
備
事
業
に
取

り
組
み
、
新
市
全

域
で
高
度
情
報
通

信
基
盤
施
設
が
完

了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に

「
地
域
情
報
化
計

画
」
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

■
水
道
事
業
　
清
山
配
水
池
の
築
造
工
事
や

小
周
防
新
宮
地
区
の
配
水
管
敷
設
工
事
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
大
和
簡
易
水
道
は
、
平

成
21
年
４
月
の
上
水
道
へ
の
統
合
に
向
け
て

事
業
認
可
申
請
や
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

■
光
地
域
広
域
水
道
事
業
　
各
構
成
団
体
及

び
関
係
機
関
と
も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
今
後
の
事
業
方
針

を
決
定
し
ま
す
。

■
下
水
道
事
業
　
室
積
地
区
を
中
心
に
幹
線

管
渠
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
和

地
区
の
面
整
備
管
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
な

お
、
「
下
水
道
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定

し
、
事
業
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
公
営
住
宅
関
係
　
建
替
中
の
緑
町
住
宅

は
、
第
２
期
工
事
に
あ
わ
せ
て
集
会
所
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
第
３
・
４
期
分
の
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
東
領
家
住
宅
の

下
水
道
接
続
工
事
や
中
岩
田
住
宅
の
リ
モ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
取
替
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
冠
山
総
合
公
園
　
園
路
整
備
や
修
景
池
の

浚
渫
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
期
整
備
計
画
の

策
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
消
防
防
災
対
策
　
常
備
消
防
は
、
防
火
衣

等
の
年
次
的
更
新
や
受
信
施
設
の
改
修
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
備
消
防
は
、
消
防
団

の
防
災
無
線
の
統
一
や
研
修
訓
練
の
実
施
な

ど
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
防
災
対
策
　
新
市
の
「
地
域
防
災
計

画
」
の
策
定
や
、
新
市
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
向
け
た
調
査
等
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
職
員
訓
練
の
実
施
や
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
防
災
安
全
対
策

　
戸
仲
・
御
崎
町

地
区
の
高
潮
対
策

と
し
て
光
漁
港
の

胸
壁
工
事
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

虹
ヶ
浜
地
区
の
高

潮
対
策
と
し
て
枝

虫
川
・
鳶
の
子
川
河
口
の
樋
門
及
び
堤
防
整

備
工
事
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
海
岸

の
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
の
推
進
　
合
併
の
効
果
を
最

大
限
に
活
か
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
、
自

立
し
た
行
財
政
基
盤
の
確
立
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
運
営

を
目
指
し
、
昨
年
12
月
に
「
光
市
行
政
改
革

市
民
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
、
市

民
会
議
で
協
議
を

重
ね
、
今
年
秋
を

目
途
に
「
行
政
改

革
大
綱
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
自

立
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
行
政
組

織
の
構
築
と
人
材
の
計
画
的
な
育
成
の
た

め
、
「
定
員
適
正
化
計
画
」
及
び
「
人
材
育

成
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
の
施
設
の
管
理
委
託
は
、
「
指

定
管
理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
の
新
制
度
へ
の
移

行
・
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
救
護
施
設
の
「
石
城
苑
」

は
、
平
成
17
年
度
中
の
民
営
化
に
向
け
て
作

業
を
進
め
ま
す
。

■
市
民
と
と
も
に
歩
む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
ま
ち
づ
く
り
　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市

民
で
あ
り
、
市
民
が
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
市
民
活
動
を
通

じ
て
、
市
民
と
行
政
の
共
創
・
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
ま
ち
づ
く

り
市
民
協
議
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
「
市
民
活
動
推
進

の
た
め
の
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま

平成17年度施政方針と
予算案の概要

当
面
の
重
要
課
題

若
者
が
集
い
活
気
に
満
ち
た
に
ぎ

わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
人
間
を
育
て
る
教
育
と
文

化
の
ま
ち
づ
く
り

都
市
基
盤
の
整
っ
た
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り

た
、
市
民
活
動
団
体
の
育
成
や
情
報
提
供
等

に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
研
修
の
開
催
な

ど
、
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
と
行
政
が
信
頼
関
係
を
高

め
、
対
等
な
立
場
で
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
は
、
情
報
の
共
有
化
が
不

可
欠
で
あ
り
、
同
時
に
行
政
の
公
平
性
と
透

明
性
を
確
保
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
に

は
、
情
報
の
公
開
と
提
供
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
報
紙
に
よ
り
的
確
な
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言
を
い
た
だ

く
「
ま
ち
づ
く
り
コ
メ
ン
ト
制
度
」
を
創
設

す
る
な
ど
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
な
が

ら
、
開
か
れ
た
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
景
観
行
政
に
対
す
る
取
り
組
み
　
昨
年
施

行
の
「
景
観
法
」
を
踏
ま
え
、
本
市
の
個
性

で
あ
る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た

美
し
い
町
並
み
や
景
観
の
形
成
は
、
今
後
の

大
き
な
課
題
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
所
信
の
一
端
と
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
市
の
財

政
状
況
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
、
平
成

17
年
度
は
、
本
市
の
将
来
の
礎
を
築
く
極
め

て
重
要
な
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
合
併
に
よ

る
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、
光
市
が
そ
の
名

の
ご
と
く
「
夢
と
希
望
に
満
ち
た
ひ
か
り
輝

く
ま
ち
」
と
な
り
ま
す
よ
う
、
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
議
会

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


